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スタディグループについて

成果発表会成果発表会
日時2020年２月２1日（金）
場所 理学部A館 ２０７ 講義室

13:00-16:00
日時2020年２月２1日（金）
場所 理学部A館 ２０７ 講義室

13:00-16:00

当研究科では、2016年度からスタディグループという
産学連携活動を実施しています。
スタディグループとは、企業から数学を使って解決する
ことが期待される課題を出してもらい、それに研究科の
学生諸君が中心になって取り組み、解決を目指すものです。

【プログラム】
13：00      開会　　
13：10～15：30  各グループ発表　（含 学生発表、コメント）

スタディグループ１

スタディグループ 2

スタディグループ 3

スタディグループ 4

数学の一般社会での活用

データサイエンティスト講座

地域配送のルート提示（ナビゲーション）システムの構築

データ分析を活用したサービスの創出

スローガン株式会社　織田一彰氏

日本アイ・ビー・エム株式会社　小林竜己氏

アリッツ株式会社　梅田英輝氏、斎藤克典氏

NECソリューションイノベータ株式会社　中神弘詞氏
15：30～16：00　2019年度活動のまとめ

小林竜己・
松永大輝
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第 2 回（1/16）
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IoT データのアナリティクス（含　オリエンテーション）

人・社会データのアナリティクス

テキスト・画像データのアナリティクス

金融データのアナリティクス

小林竜己・末野正訓

小林竜己・石田明日香

小林竜己・北村美雄斗

小林竜己・松永大輝
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講師　日本アイ・ビー・エム株式会社

開催スケジュール
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ープ 2 

2019 年度第
4回 

   日　時　　1
月30日　（木）

　16：30～1
9：00

   場　所  　 多
元数理科学棟 5

09講義室

データサイエン
ティスト

講　座

データサイエンスの最前線（スキル学習） 20 分

　　機械学習による問題の解き方を中心に、データサイエンティストの業務内容・思考法を学ぶ

IBM 若手データサイエンティストを知る（キャリア学習） 20～30 分

IBM 若手データサイエンティストによる自己紹介（15 分）・QA セッション

実世界におけるデータサイエンス事例紹介（ユースケース学習） 30 分

各回のテーマに関する事例２件紹介（各 15 分）

データサイエンス実習（課題） 30～50 分

　　実在する課題についてスキル学習で学んだ問題の解き方を講師と一緒に考え、

　　ディスカッションする。

毎回の講義の流れ
毎回の講義の流れ

によ
る

金融データのアナリティクス

　講師
　小林

竜己・
松永大

輝
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第１回　1
2月 9日 

　現状（昨
年までの成

果）の共有
と課題提示

                   
                   

            　 現
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するかにつ
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　　　　 モ
デル化する

。

第２回　1
2月 16 日

　ルート探
索の最適化

の検討（1
） 

                   
                   

             　
探索条件を

追加した場
合における

ルート決定
の最適化の

手法を、モ
デルで検討

する。

第３回　 1
月 20 日 　

ルート探索
の最適化の

検討（2） 

                   
                   

             　第
2回を踏ま

え、モデル
を変更した

場合のルー
ト決定につ

いて比較検
討する。

第４回　 1
月 27 日 　

まとめと今
後の展望 

                   
                   

             　ス
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8：00

　
   場　所  　 

多元数理科学
棟 109講義

室

課題提言者
梅田 英輝氏、

齊藤 克典氏
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※会場は全
回多元数理

科学棟 109
講義室です
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した
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の創
出

時代の先を
見つめて

多元数理科
学棟109号室

スタディグ
ループ４

第　3　回

日 時

会 場

内 容

1月 14日
 火

16:00～1
8:00

実証実験と
同時に結果

分析
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-2826      
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p
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課題提言者
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プログラムは変更される場合があります。予めご了承ください。
終了後学内にて意見交流会を開催いたします。

来賓挨拶：梶原健司教授
（九州大学マス・フォア・インダストリ研究所　副所長）


